
～平成30年産　十勝管内の事例から～

小麦の草姿を確認し、今後の栽培に活かす

止葉が大きく垂れ、葉面積指数が大きくなった＜事例１＞

○ 原因および対策

●追肥時期が早い
●融雪後、最初の追肥量が多い

●穂数が多い
追肥時期を遅くするまたは追肥量を少なくする

播種量を減らし、越冬前の過繁茂を防ぐ
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止葉が垂れ、穂数も多いほ場

止葉が小さく、穂数も少なかった
（葉面積指数が小さ過ぎる）

＜事例2＞

○ 原因および対策

●穂数不足
適期は種を行い、越冬前茎数を確保する

止葉は立ったが、穂数は少ないほ場
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越冬前頑健茎：越冬前に葉が２枚以上あった分げつ
越冬前針茎：越冬前に葉が１枚のみの分げつ
越冬後出現茎：越冬後に出現した分げつ
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越冬前の出現分
げつは有効化率
が高い。

止葉が大きく
ても穂重は重
くならない。

秋まき小麦の安定生産で最も重要なことは、毎年、栽培法を点検し、穫れた（穫れな
かった）要因を振り返ることです。特に、気象条件に左右されやすい秋まき小麦では、
収量実績だけでなく、その年の草姿がどうだったかを含め点検することが重要です。

（葉面積指数が大き過ぎる）

※きたほなみは、止葉が小さくても穂重への影響はさほどありません
（下、右図）。葉面積指数を適正にするためには、止葉の大きさで
はなく、穂数で調整することがポイント
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気象条件に左右されにくい
秋まき小麦「きたほなみ」の栽培法

北海道・道総研・ホクレン・北集・北海道米麦改良協会

「きたほなみ」の品種特性を発揮しやすい草姿はどっち？

受光態勢の改善が
安定確収のポイント

平成３０年産「きたほなみ」は、全道的に登熟期間中の気象条件が悪く、収量は平
年を下回る地域がほとんどでした。こうした悪条件下でも品種特性を発揮すること
で、平年作以上の収量を得られた地域があります。そこで、これらの事例を紹介し
ながら、気象条件に左右されにくい「きたほなみ」の栽培法について説明します。

このパンフレットは、生産者拠出（北海道産麦生産流通安定対策事業）を財源に作成しています
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